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1 人間としての尊厳を守り、良質で温もりのある医療を提供します。
2 安全と安心の医療を提供し、信頼される病院を目指します。
3 地域の医療機関と連携を密にし、質の高い急性期医療・専門医療を実践します。
4 災害救護活動ならびに医療社会奉仕に努め、赤十字活動を推進します。
5 自己研鑽に努め、次代を担う医療人を育成します。
6 一人ひとりが生き生きとし、働きがいのある病院を目指します。

人道、博愛、奉仕の赤十字精神に基づき、医療を通じて、地域社会に貢献します。

基本理念

基本方針

M a t s u y a m a  R e d  C r o s s  H o s p i t a l

松山赤十字病院

　

平
成
25
年
１
月
26
日
に
第
17
回
地
域

医
療
連
携
室
懇
談
会
を
兼
ね
て
連
携
室

開
設
15
周
年
記
念
講
演
会
を
別
紙
の
如

く
開
催
し
ま
し
た
。
院
外
99
名（
48
施

設
）、
院
内
１
２
０
名
の
計
２
１
９
名
の

参
加
が
あ
り
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
当
院
職
員
食
堂
に
て
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
も

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
当
初
か
ら
の
目

的
で
あ
っ
た
顔
の
見
え
る
連
携
が
十
分
に

果
た
せ
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
の
地
域
医
療
連
携
室
は
平
成
９

年
11
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の

院
長
で
あ
っ
た
白
石
名
誉
院
長
の
発
案

で
、
基
本
目
標
は
地
域
完
結
型
医
療
の

推
進
、
当
院
の
役
割
は
急
性
期
の
入
院

医
療
と
か
か
り
つ
け
医
の
後
方
支
援
、

最
終
目
標
は
地
域
医
療
支
援
病
院
で
し

た
。
私
が
室
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
時
の
病
診
連
携
は
当
院
の
出
身
ま
た

は
大
学
の
同
窓
な
ど
限
ら
れ
た
範
囲
で

し
た
。
白
石
院
長
か
ら
は「
火
中
の
栗
を

拾
っ
て
く
れ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
県
下

で
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
予
想
通
り
に

医
師
会
の
先
生
方
か
ら「
日
赤
は
患
者
を

囲
い
込
む
の
か
」と
猛
然
た
る
反
発
の
炎

が
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
地

域
完
結
型
医
療
へ
の
理
解
が
進
み
、
県
下

の
ほ
と
ん
ど
の
病
院
に
医
療
連
携
室
ま
た

は
そ
の
機
能
を
有
す
る
部
署
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
隔
世
の
感
が
い
た
し
ま
す
。

　

連
携
室
開
設
時
の
紹
介
率
は
20
％
弱
、

地
域
医
療
支
援
病
院
の
認
可
要
件
は

80
％
超
で
し
た
。
こ
の
要
件
を
満
た
す
の

は
ほ
ぼ
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
連

携
室
運
営
委
員
会
で
戦
略
を
練
り
、
紹

介
率
を
上
げ
る
た
め
の
種
々
の
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
９
月
に
地
域
医
療
連
携
室

報
を
発
刊
し
、
当
院
の
理
念
、
診
療
内

容
、
種
々
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
始
め
ま

し
た
。
年
４
回
の
発
行
で
、
当
院
へ
の
紹

介
歴
の
あ
る
県
下
の
約
１
，２
０
０
施
設

へ
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
８
月
に
は「
顔
の
見
え
る

連
携
」を
目
的
と
し
地
域
医
療
連
携
室
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
１
回
の
開

催
で
す
が
、
毎
回
多
数
の
参
加
が
あ
り
、

意
見
交
換
会
で
は
当
院
に
対
す
る
要
望
、

苦
情
を
直
接
お
聞
き
し
当
院
の
運
営
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
救
急
当
番
日
で

な
い
時
間
外
、
休
日
に
は
患
者
さ
ん
を
診

て
く
れ
な
い
と
の
苦
情
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
平
成
15
年
に
は
緊
急
治

療
を
有
す
る
心
筋
梗
塞（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）、
脳
卒

中
、
そ
の
他
の
疾
患
の
24
時
間
３
６
５
日

対
応
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
、
平
成
16

年
に
は
吐・下
血
を
追
加
し
ま
し
た
。ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
の
設
置
で
か
か
り
つ
け
医
の
先

生
方
の
当
院
へ
の
信
頼
感
が
一
段
と
増
し

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
３
月
に
は
、
多
職
種
の
連

携
を
目
的
と
し
た「
病
院
と
在
宅
看
護
・

介
護
の
連
携
」合
同
研
修
会（
平
成
12
年

か
ら
看
護
部
主
催
で
開
催
）を
病
院
主
催

と
し
ま
し
た
。
多
職
種
の
参
加
に
よ
り

医
療
連
携
の
底
辺
が
拡
が
り
、「
心
の
通

う
連
携
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
視
点
が

医
療
者
か
ら
患
者
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

年
１
回
の
開
催
で
す
が
、
熱
気
に
あ
ふ
れ

た
会
で
前
回（
12
回
）は
４
６
０
名（
院
外

２
４
２
名
、
院
内
１
６
８
名
）の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
６
月
に
は
、
医
師
の
生
涯

教
育
を
目
的
と
し
て
日
赤
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
し
た
。
月
１
回
の

開
催
で
院
内
外
あ
わ
せ
て
約
50
名
の
参

加
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
対
象
を
医

師
の
み
で
は
な
く
す
べ
て
の
医
療
従
事
者

（
事
務
を
含
む
）に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
８
月
に
は
、
地
域
完
結
型

医
療
の
重
要
性
を
住
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
目
的
で
地
域
医
療
連
携
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
始
め
ま
し
た
。
毎
回
千
名
近
い
参

加
が
あ
り
、
昨
年
は「
お
口
は
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
！

－

口
腔
ケ
ア
ー
の
重
要

性
」を
テ
ー
マ
と
し
参
加
者
は
８
２
６
名

で
し
た
。
今
年（
第
10
回
）は
平
成
25
年

７
月
14
日
に
対
応
が
急
が
れ
て
い
る「
認

知
症
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

紹
介
率
、
逆
紹
介
率
の
年
次
推
移
を

図
１
に
示
し
ま
す
。
紹
介
率
は
連
携
室

開
設
時
の
平
成
９
年
は
19
・
２
％
で
ま
さ

に
自
院
完
結
型
で
し
た
が
、
徐
々
に
上
昇

し
平
成
15
年
に
は
52
・
６
％
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
16
年
に
地
域
医
療
支
援
病
院

の
認
可
要
件
の
緩
和
が
行
わ
れ
、
紹
介

率
60
％
以
上
且
つ
逆
紹
介
率
30
％
以
上

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
ク
リ
ア

で
き
る
と
判
断
し
他
の
要
件
の
整
備
を

開
始
し
ま
し
た
。
要
件
の
一
つ
で
あ
る
登

録
医
の
参
加
依
頼
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
日
赤
は「
踏
み
絵
を
踏
ま
せ
る
の
か
」

と
医
師
会
の
一
部
に
再
び
反
発
の
声
が
起

１．日　　時　平成25年1月26日（土）18：00～
２．場　　所　(A) 講　演　会　当 院  教 育 講 堂
　　　　　　　(B) 意見交換会　当 院  職 員 食 堂
３．会 次 第

　　

『地域医療連携の現状と新たな連携を目指して』　
座 長：副院長　　　　小谷信行

【演題１】『松山赤十字病院連携室開設１５年のあゆみ』
　　　　　演 者：松山赤十字病院　院長　渕上忠彦

【演題２】『地域医療連携の現状と新たな連携を目指して』

① 演 者：松山リハビリテーション病院　副理事長　上甲隆敏

② 演 者：松山ベテル病院　看護部長　吉村美穂

③ 演 者：松山市医師会　地域連携部主任理事　　　　　
友愛医院　院長　亀井敏光

【質疑応答】

A　講　演　会 　 18：00 ～

B　意見交換会　 19：30 ～

 講　演

テーマ

開　催　要　領

松山赤十字病院　地域医療連携室

開設15周年記念懇談会
（第17回松山赤十字病院地域医療連携室懇談会）

地
域
医
療
連
携
室
室
長
（
院
長
）
渕
上 

忠
彦

こ
り
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
度
は
紹
介

率
61
・
２
％
、
逆
紹
介
率
44
・
４
％
と

な
り
、
他
の
要
件
の
整
備
も
整
い
、
地
域

医
療
支
援
病
院
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

県
医
療
審
議
会
の
討
議
を
経
て
、
平
成

17
年
５
月
に
知
事
承
認
を
得
ま
し
た
。

連
携
室
開
設
後
７
年
６
か
月
を
要
し
ま

し
た
が
、
白
石
名
誉
院
長
の
夢
が
実
現

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
紹
介
率
は
徐
々

に
上
昇
し
、
平
成
24
年
度
は
紹
介
率
71
・

１
％
と
な
り
、
特
に
力
を
入
れ
た
逆
紹

介
率
は
85
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開

設
時
の
連
携
室
ス
タ
ッ
フ
は
５
名（
専
任

３
名
、
兼
務
２
名
）で
し
た
が
、
平
成
24

年
度
は
計
32
名（
専
任
16
名
、兼
務
16
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
員
に
よ
り
前
方
連

携
が
よ
り
円
滑
に
な
り
、
各
病
棟
専
属

の
療
養
支
援
ナ
ー
ス
の
配
置
に
よ
り
後

方
連
携
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

お
陰
さ
ま
で
、
病
院
経
営
も
安
定
し
、

私
の
夢
で
あ
っ
た
新
病
院
建
築
が
現
実

と
な
り
ま
し
た
。
基
本
設
計
は
秋
ま
で
に

完
成
し
ま
す
。
新
病
院
で
は
地
域
医
療

連
携
室
の
業
務
を
統
合
・
拡
大
し
、
地

域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）と
し
て
、

当
院
の
基
本
理
念「
人
道
、
博
愛
、
奉
仕

の
赤
十
字
精
神
に
基
づ
き
、
医
療
を
通

じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。」の
さ

ら
な
る
実
践
に
向
け
て
職
員
一
同
一
丸
と

な
っ
て
努
め
ま
す
。
益
々
の
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
室

  

開
設
15
周
年
記
念
懇
談
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
て

松
山
赤
十
字
病
院
連
携
室

　
　
　
　
　
　
開
設
15
年
の
あ
ゆ
み

講 演 1

図1
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地
域
医
療
連
携
の
中
で
の
松
山
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
機
能
障
害
が

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
回
復
期
の
位

置
づ
け
と
な
り
、
地
域
完
結
型
医
療
の

中
で
の
回
復
期
病
院
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

地
域
連
携
で
か
か
せ
な
い
地
域
連
携

パ
ス
で
は
改
正
に
よ
り
急
性
期
か
ら
回

復
期
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
さ
ら
に
回
復

期
か
ら
２
０
０
床
以
下
の
病
院
・
診
療

所
へ
と
連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
均
質
な
医
療
提
供
へ
の
第
１
歩

で
あ
り
、
連
携
パ
ス
の
提
示
に
よ
り
、

転
院
に
つ
い
て
患
者
・
家
族
の
理
解
を

得
や
す
い
。ま
た
顔
の
見
え
る
連
携
で
、

信
頼
関
係
を
気
付
き
や
す
い
等
、
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

当
院
は
許
可
病
床
３
２
６
床
で
14
人

の
常
勤
医
師
が
お
り
、理
学
療
法
部
門
、

作
業
療
法
部
門
、
言
語
療
法
部
門
、
摂

食
機
能
療
法
部
門
な
ど
が
あ
り
、
リ
ハ

ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
。
入
院
患
者
紹
介

元
割
合
で
は
日
赤
が
最
も
多
く
、
全
体

の
２
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
入

院
患
者
紹
介
元
診
療
科
別
割
合
で
は
整

　

聖
愛
会
と
主
に
ベ
テ
ル
病
院
に
つ
い

て
初
め
に
紹
介
し
た
い
。

　

聖
愛
会
の
施
設
と
し
て
は
、
松
山
ベ

テ
ル
病
院
、
ベ
テ
ル
三
番
町
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
道
後
ベ
テ
ル
ホ
ー
ム
の
３
つ
に

な
っ
て
い
る
。

　

ベ
テ
ル
病
院
は
、
１
５
５
床
で
ホ
ス

ピ
ス
病
床
が
今
年
３
月
で
21
床
か
ら
38

床
と
な
る
。
病
院
の
中
に
ケ
ア
プ
ラ
ン

セ
ン
タ
ー
と
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
も
っ
て
い
る
。

　

三
番
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
在
宅
支
援
セ

ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
い
る
。

　

道
後
ベ
テ
ル
ホ
ー
ム
は
、
療
養
病
棟
に

加
え
て
、
デ
イ
ケ
ア
も
行
っ
て
い
る
。

統
計
的
な
と
こ
ろ
で
み
る
と
、
平
成
24
年

度
上
半
期
の
主
要
４
病
院
の
相
手
先
相

談
件
数
は
、
約
２
９
０
件
の
内
日
赤
が

１
７
０
件
で
59
％
と
一
番
多
く
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
入
院
状
況
で
み
る
と
52
件

中
日
赤
が
35
件
で
67
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
も
考
え
る
会
の
看
護
部
会
議
に
参

　

そ
の
中
で
松
山
市
医
師
会
の
在
宅
医

療
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
。

平
成
４
年

高
齢
者
問
題
対
策

　
　

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
開
催

平
成
９
年

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
立
ち
上
げ

平
成
10
年

在
宅
医
療
検
討
委
員
会
に
改
称
、

病
診
連
携
ガ
イ
ド
発
行

平
成
14
年

在
宅
医
療
懇
話
会
の
開
催

平
成
16
年

在
宅
医
療
を
考
え
る
医
師
の
会

　
　
　

  　
（
在
宅
医
の
会
）の
開
催

平
成
21
年

病
診
連
携
ガ
イ
ド
の
更
新

　

ま
た
、
現
在
松
山
市
医
師
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
在
宅
医
療
に
取
り

組
む
医
療
機
関
名
簿
を
掲
載
し
、
市

民
向
け
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保

健
関
係
者
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き

て
い
る
。
本
当
は
、
在
宅
医
療
に
つ

い
て
は「
か
か
り
つ
け
医
」が
行
う
の

が
い
い
こ
と
に
ち
が
い
な
い
が
、
な

か
な
か
在
宅
医
が
増
え
な
い
状
況
で

あ
る
。
松
山
市
医
師
会
と
し
て
も
色
々

と
や
っ
て
は
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
活
動
の
柱
で
あ
る
地

域
医
療
連
携
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
か
ら「
地
域
医
療
連
携
の
た
め
の
合

同
ブ
ロ
ッ
ク
会
」を
開
催
し
、
基
幹
病

院
、
一
般
病
院
、
開
業
医
と
の「
顔
の

見
え
る
連
携
」を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

形
外
科
が
３
～
４
割
を
占
め
、
次
い
で

脳
神
経
外
科
、
神
経
内
科
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
退
院
先
と
し
て
は
自
宅
が
７

割
を
超
え
て
い
る
。

　

当
院
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
医

療
福
祉
連
携
室
を
設
け
、
患
者
・
家
族

が
安
心
し
て
転
院
で
き
る
よ
う
、
ま
た

早
期
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
が
提
供
で
き

る
よ
う
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
に
努
め
て
い

る
。診
療
部
門
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
設
け
、
嚥
下

性
肺
炎
対
策
な
ど
の
全
身
管
理
能
力
向

上
へ
向
け
た
取
り
組
み
等
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
は
３
６
５
日
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
体
制
、
リ
ハ
ビ

リ
機
器
の
充
実
等
、
各
部
門
に
お
い
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
多
職
種
協
働
の
チ
ー
ム
医
療
と

し
て
他
専
門
職
の
立
場
で
患
者
さ
ん
に

対
し
て
評
価
を
行
う
、
患
者
中
心
の

ゴ
ー
ル
設
定
を
行
い
、
チ
ー
ム
で
共
通

認
識
を
持
つ
、チ
ー
ム
間
で
情
報
交
換
・

連
携
を
密
に
し
統
一
し
た
働
き
か
け
を

行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

今
後
、
急
性
期
病
院
と
の
正
確
・
迅
速

な
情
報
共
有
、
教
育
・
研
修
に
よ
る
各

職
種
特
有
の
知
識
・
技
術
の
向
上
、
ス

キ
ル
ミ
ッ
ク
ス
な
医
療
の
質
の
向
上
、

各
医
療
機
関
と
の
交
流
な
ど
様
々
な
点

に
力
を
入
れ
、地
域
医
療
連
携
の
中
で
、

患
者
・
家
族
の
皆
様
の
笑
顔
の
た
め
に

微
力
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
記　

利
岡
）

加
し
て
い
る
が
、そ
こ
で
思
う
こ
と
は
、

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て「
地
域
の
看
護
師
が

協
働
し
て
、
効
率
の
高
い
看
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
患
者
家
族
が
健
康
で
そ

の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
へ
の
貢
献
」

を
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
質
の
高
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
日
赤
の
看
護
講
座
、
特
に
新
人

研
修
等
で
あ
る
。
そ
の
講
座
の
内
容
も

い
い
の
で
は
あ
る
。
日
赤
の
看
護
師
と

と
も
に
机
を
並
べ
て
座
り
、
講
義
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
す
る
こ
と
は
本
当

に
刺
激
的
で
良
か
っ
た
と
い
う
言
葉
を

出
席
者
か
ら
聞
く
。

　

ま
た
、
中
間
管
理
者
の
人
事
交
流

と
い
う
点
で
も
、
時
間
的
に
は
短
い

時
間
で
は
あ
る
が
、
た
い
へ
ん
勉
強

に
な
っ
て
い
る
。
我
々
は
自
院
の
役

割
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
病
院
同
士
意
見
交
換
し
、
強
み
を

意
識
し
松
山
医
療
圏
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

最
後
に
昨
年
の
日
赤
で
の
合
同
研
修

会
に
参
加
し
て
改
め
て
感
じ
た
こ
と

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
つ
な
が

り
の
強
さ
で
あ
っ
た
。
相
手
の
顔
も
人

柄
も
分
か
っ
た
上
で
の
つ
な
が
り
は
強

く
、
業
務
自
体
異
な
る
も
の
の
、
看
護

部
も
が
ん
ば
ら
ね
ば
と
思
っ
た
。

　

病
院
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ド
面
も
含
め

て「
で
き
る
、
で
き
な
い
」と
い
う
こ

と
は
あ
る
が
、
地
域
に
お
け
る
ひ
ず
み

の
な
い
医
療
・
看
護
が
交
流
に
よ
っ
て

見
え
て
く
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

（
記　

中
山
）

て
い
る
。

　

我
々
松
山
市
医
師
会
は
そ
の
人
が
そ

の
人
ら
し
く
、
も
し
在
宅
を
望
ま
れ
る

の
な
ら
、
在
宅
で
い
け
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
作
り
と
そ
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
て
日
々
努
力
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に「
顔
の
見
え
る
連
携
」の

色
々
な
会
を
医
師
会
と
し
て
も
開
催
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
記　

中
山
）

松
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院 

副
理
事
長
　
上
甲 

隆
敏

松
山
ベ
テ
ル
病
院 

看
護
部
長
　
吉
村 

美
穂

松
山
市
医
師
会 

地
域
連
携
部 

主
任
理
事
　
亀
井 

敏
光

地
域
医
療
連
携
の
現
状
と

　
　
　
新
た
な
連
携
を
目
指
し
て

講 演 2

「
地
域
医
療
連
携
に
対
す
る

　
　
松
山
市
医
師
会
の
取
り
組
み
」

　

松
山
市
医
師
会
の
地
域
連
携
部
で

は
、
在
宅
医
療
の
推
進
と
地
域
医
療
連

携
の
２
本
柱
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

在
宅
医
療
の
変
遷
は
、
往
診
か
ら
始

ま
り
、
訪
問
診
療
と
遷
り
、
現
在
の
在

宅
医
療
と
な
っ
て
い
る
。



03

臓
器
に
対
す
る
副
作
用
と
対
策
６　

～
造
血
障
害
～

内
科 

副
部
長
　
波
呂 

卓

第７回
10月25日

る
も
し
く
は
薬
剤
を
再
投
与
す
る
事
で

症
状
が
再
出
現
す
る
等
に
よ
り
診
断
さ

れ
る
。
但
し
、
そ
の
為
に
は
各
薬
剤
が

ど
の
よ
う
な
副
作
用
を
持
つ
か
と
い
う

情
報
が
重
要
で
あ
る
。
独
立
行
政
法
人

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
厚
生
省
重
篤
副
作
用
疾
患
別

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
治
療
と
し
て
厚
生

省
難
治
性
疾
患
特
発
性
造
血
障
害
に
関

す
る
調
査
研
究
班
資
料
が
参
考
と
な
る
。

　

白
血
球
造
血
障
害
と
し
て
は
、
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
・
抗
生
剤
・
抗
痙
攣
薬
・
抗

甲
状
腺
薬
・H

2blocker

等
が
原
因
の

薬
剤
性
顆
粒
球
減
少
、
そ
の
他
の
顆

粒
球
増
加
症
、steroid

や
ア
ル
コ
ー

ル
が
原
因
の
顆
粒
球
機
能
障
害
、
好

酸
球
や
好
塩
基
球
・
リ
ン
パ
球
・
単
球

の
数
的
異
常
等
が
あ
る
。
抗
痙
攣
薬

に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｓ
血
球
貪
食
症
候
群
や

医
薬
品
ア
レ
ル
ギ
ー
に
伴
い
免
疫
グ
ロ

ブ
リ
ン
の
低
下
や
Ｈ
Ｈ
Ｖ

−
６
再
活
性

化
が
誘
導
さ
れ
肝
機
能
障
害
や
中
枢

神
経
障
害
を
引
き
起
こ
す
Ｄ
Ｉ
Ｈ
Ｓ

（D
rug induced hypersensitivity 

syndrom
e

）が
あ
る
。

　

赤
血
球
系
造
血
障
害
と
し
て
は
、
鉄

代
謝
に
影
響
を
及
ぼ
すH

2blocker

等

の
鉄
欠
乏
性
貧
血
、
抗
結
核
薬
Ｉ
Ｎ
Ｈ

等
に
よ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
合
成
異
常
が

原
因
の
鉄
芽
球
性
貧
血
、
同
じ
く
酸
化

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンFe3+

（
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
血
症
）を
引
き
起
こ
す
薬
剤
と
し

て
は
ダ
プ
セ
ン
・
ニ
ト
ロ
製
剤
・
ア
セ

ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
抗
生
剤（
ペ
ニ
シ
リ
ン
）・
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
薬（
メ
チ
ル
ド
ー
パ
）等
に
よ

る
溶
血
性
貧
血
、V

itB12

や
葉
酸
代

謝
に
影
響
を
与
え
る
Ｍ
Ｔ
Ｘ
，免
疫
抑
制

剤
ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン
・
抗
痙
攣
薬（
フ
ェ

ニ
ト
イ
ン
等
）・
メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
・
オ
メ

　

造
血
障
害
に
関
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
薬
害
は
、
血
友
病
患
者
に
使
用
さ

れ
た
比
較
的
記
憶
に
新
し
い
非
加
熱

血
液
製
剤
に
よ
る
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
が

あ
る
、
そ
の
他
に
抗
癌
剤
と
併
用
す
る

事
で
、
そ
の
代
謝
を
阻
害
す
る
帯
状
疱

疹
治
療
薬
ソ
リ
ブ
ジ
ン
、
ま
た
抗
生
剤

と
し
て
使
用
さ
れ
た
ク
ロ
ラ
ム
フ
ェ
ニ

コ
ー
ル
が
血
液
造
血
幹
細
胞
を
障
害
し

再
生
不
良
性
貧
血
を
引
き
起
こ
す
事
も

知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
で
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
薬
害

で
重
症
で
不
可
逆
的
な
障
害
・
死
亡
例

が
発
生
し
、
そ
の
患
者
の
そ
の
後
の
人

生
や
関
係
者
を
巻
き
込
み
社
会
的
に
問

題
と
な
る
事
が
あ
り
、
医
療
に
携
わ
る

者
と
し
て
そ
れ
を
避
け
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
事
で
あ
る
。

　

造
血
は
、
自
己
複
製
能
力
の
あ
る
特

殊
な
造
血
幹
細
胞
が
、
骨
髄
の
低
酸
素
・

高
炭
酸
環
境
下
の
骨
髄
末
端
に
お
い

て
、
特
殊
な
維
持
機
構
に
よ
り
保
護
さ

れ
た
上
で
、
白
血
球
・
赤
血
球
・
血
小

板
に
分
化
・
増
殖
す
る
事
で
定
期
的
に

末
梢
血
液
中
に
３
血
球
を
供
給
す
る
事

で
成
立
す
る
。

　

薬
剤
性
造
血
障
害
の
診
断
に
は
、
病

歴
、
採
血（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
・
生
化
学
）・
検

尿
・
検
便
等
の
検
査
や
骨
髄
穿
刺
、
Ｄ

Ｌ
Ｓ
Ｔ（D
rug-induced lym

phocyte 
stim

ulating test

）等
に
よ
る
結
果
と

薬
剤
以
外
の
原
因
が
除
外
さ
れ
、
薬
剤

を
中
止
す
る
事
に
よ
り
症
状
が
回
復
す

プ
ラ
ー
ル
等
に
よ
る
巨
赤
芽
球
性
貧
血

が
あ
る
。
そ
の
他
に
エ
リ
ス
ロ
ポ
イ
エ

チ
ン
製
剤
に
対
す
る
抗
体
か
ら
免
疫
学

的
に
赤
芽
球
系
造
血
細
胞
を
攻
撃
す
る

赤
芽
球
癆
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

汎
血
球
減
少
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

し
て
有
名
な
も
の
は
再
生
不
良
性
貧
血

で
あ
り
、
薬
剤
性
に
起
こ
る
事
は
決
し

て
稀
で
は
な
い
。
非
常
に
多
く
の
薬
剤

で
知
ら
れ
て
お
り
、
有
名
な
も
の
は
抗

リ
ウ
マ
チ
薬
の
金
製
剤
、
抗
腫
瘍
薬
Ｍ

Ｔ
Ｘ
等
、
ク
ロ
ラ
ム
フ
ェ
ニ
コ
ー
ル
等

の
抗
生
剤
や
抗
痙
攣
薬
・
チ
ク
ロ
ピ
ジ

ン
抗
血
小
板
薬
・
抗
甲
状
腺
薬
・
ア
ロ

プ
リ
ノ
ー
ル
や
ア
セ
タ
ゾ
ラ
ミ
ド
等
の

サ
ル
フ
ァ
剤
等
で
３

−

５
Ｗ
で
発
症
す

る
事
が
あ
る
。

　

血
小
板
造
血
の
異
常
と
し
て
は
、
血

小
板
減
少
が
あ
る
が
、
免
疫
学
的
機

序
が
原
因
の
ア
ス
ピ
リ
ン
・
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
・
チ
ク
ロ
ピ
ジ
ン（
抗
血
小
板
薬
）・

抗
生
剤
・
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
・
向
精

神
薬
や
局
所
麻
酔
薬
等
が
原
因
の
薬
剤

起
因
性
血
小
板
減
少
やPF4/H

eparin 
com

plex

抗
体
が
出
現
し
、
皮
膚
壊
死

等
も
引
き
起
こ
すH

eprin

起
因
性
血

小
板
減
少（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
）、
サ
イ
ア
ザ
イ

ド
・
女
性
ホ
ル
モ
ン
等
に
よ
る
巨
核
球

系
造
血
障
害
、
薬
剤
性
Ｔ
Ｔ
Ｐ
等
を
認

め
る
場
合
も
あ
る
。
血
小
板
増
加
や
抗

血
小
板
薬
に
よ
る
血
小
板
機
能
低
下
症

も
あ
る
。

　

凝
固
系
亢
進（
血
栓
傾
向
）を
引
き
起

こ
す
薬
剤
と
し
て
、
深
部
静
脈
血
栓
症

を
引
き
起
こ
す
ス
テ
ロ
イ
ド
・
女
性
ホ

ル
モ
ン
製
剤
、
Ｔ
Ｍ
Ａ（T
hrom

botic 
m

icroangiopathy

）を
引
き
起
こ
す

免
疫
抑
制
剤
、
Ｔ
Ｔ
Ｐ
を
引
き
起
こ

す
も
の
と
し
て
は
チ
ク
ロ
ピ
ジ
ン
・

免
疫
抑
制
剤
等
が
あ
る
。
Ｔ
Ｔ
Ｐ

（T
hrom

botic throm
bocytopenic 

purpura

）は
時
と
し
て
血
管
内
皮
障
害

以
外
に
抗A

D
A

M
T

S13

抗
体
を
認
め

る
事
が
あ
る
。
そ
の
他
に
ワ
ー
フ
ァ
リ

ン
に
よ
る
血
栓
性
病
変（
皮
膚
壊
死
症
）

が
あ
る
。
凝
固
抑
制
を
起
こ
す
ワ
ー

フ
ァ
リ
ン
は
一
見
凝
固
促
進
は
起
こ
さ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、V

itK

依
存

性
抗
凝
固
因
子
プ
ロ
テ
イ
ン
Ｃ
や
プ
ロ

テ
イ
ン
Ｓ
の
産
生
も
抑
制
す
る
事
で
内

服
初
期
に
血
栓
傾
向
を
認
め
る
場
合
が

あ
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。（
素
因
の

あ
る
場
合
に
は
初
期
に
ヘ
パ
リ
ン
を
併

用
す
る
。）そ
の
他
、
薬
剤
起
因
性
後
天

性
血
友
病
も
あ
る（
講
義
中
に
は
説
明

で
き
ず
）。

　

薬
剤
に
よ
る
造
血
障
害
・
凝
固
障
害

を
避
け
る
に
は
、
予
め
薬
剤
合
併
症
の

知
識
を
知
っ
て
お
く
事
は
医
療
従
事
者

と
し
て
重
要
な
事
と
考
え
ら
れ
る
。
骨

髄
穿
刺
等
で
必
要
な
場
合
は
是
非
日
赤

病
院
に
御
紹
介
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
に

　

２
０
０
０
年
以
降
、
薬
剤
に
よ
る

肺
障
害
の
報
告
は
著
し
く
増
加
し
て

い
る（
図
１
）。
特
に
抗
が
ん
剤
に

よ
る
報
告
が
多
く
、
２
０
０
２
年
の

Gefitinib

（
イ
レ
ッ
サ
Ⓡ
）に
よ
る
肺
障

害
を
き
っ
か
け
に
我
が
国
に
お
け
る

薬
剤
性
肺
障
害
は
社
会
的
な
関
心
事

に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
自
験
例
を

交
え
な
が
ら
疑
う
こ
と
か
ら
始
め
る

薬
剤
性
肺
障
害
の
診
療
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

定
義
と
診
断
基
準
お
よ
び
疾
患
概
念

　

薬
剤
性
肺
障
害
と
は
、
薬
剤
を
投
与

中
に
起
き
た
呼
吸
器
系
の
障
害
の
な

か
で
、
薬
剤
と
関
連
が
あ
る
も
の
と
定

義
さ
れ
る
。
そ
の
薬
剤
の
中
に
は
医
師

が
処
方
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
一
般

薬
、
生
薬
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
す
べ

臓
器
に
対
す
る
副
作
用
と
対
策
７

  

～
疑
う
こ
と
か
ら
始
め
る
薬
剤
性
肺
障
害
の
診
療
～

呼
吸
器
内
科 
副
部
長
　
濱
口 

直
彦

第８回
11月22日

て
が
含
ま
れ
る
。
薬
剤
性
肺
障
害

の
診
断
基
準（
表
１
）で
は
①
原

因
と
な
る
薬
剤
の
投
与
歴
が
あ

る
、
②
被
疑
薬
剤
に
関
す
る
臨
床

病
型
の
報
告
が
あ
る
、
③
他
の
原

因
疾
患
が
否
定
さ
れ
る
、
④
被
疑

薬
剤
の
中
止
に
よ
り
病
態
が
改

善
す
る
、
⑤
再
投
与
に
よ
り
症
状

が
再
燃
す
る
こ
と
の
5
項
目
を

挙
げ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
問

題
が
あ
る
。
被
疑
薬
の
中
止
に
よ

り
軽
快
す
る
場
合
は
参
考
に
な

る
も
の
の
、
び
ま
ん
性
肺
胞
障
害

（diffuse alveolar dam
age: 

Ｄ

Ａ
Ｄ
）な
ど
の
非
可
逆
性
の
肺
障

害
は
少
な
く
な
く
、
被
疑
薬
の
中

止
に
よ
る
判
断
に
も
限
界
が
あ

る
。
ま
た
被
疑
薬
の
再
投
与
は
倫

図1
表1

理
上
問
題
が
あ
り
、
一
般
的
に
誘
発
試

験
は
勧
め
ら
れ
な
い
た
め
、
偶
然
再

投
与
さ
れ
た
場
合
を
除
き
リ
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
の
証
明
は
で
き
な
い
。
こ
の
た

め
薬
剤
性
肺
障
害
の
診
断
確
定
は
し

ば
し
ば
困
難
で
あ
り
、
疑
い
に
と
ど

ま
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

疑
い
病
名
で
あ
っ
て
も
薬
剤
誘
発
性

の
あ
る
こ
と
を
記
述
し
、
診
断
の
根

拠
と
限
界
を
明
記
す
る
こ
と
は
患
者

の
将
来
の
治
療
に
有
用
で
あ
る
の
で
、

努
力
を
惜
し
む
べ
き
で
は
な
い
。

発
症
機
序

　

薬
剤
性
肺
障
害
の
発
症
機
序
は

ほ
と
ん
ど
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、

基
本
的
な
障
害
作
用
は
他
臓
器
障

害
と
も
共
通
す
る
と
想
定
さ
れ
、
①

細
胞
障
害
性
薬
剤
に
よ
る
Ⅱ
型
肺

胞
上
皮
細
胞
、
気
道
上
皮
細
胞
あ
る

い
は
血
管
内
皮
細
胞
に
対
す
る
直

接
毒
性
、
②
免
疫
系
細
胞
の
活
性
化

（
お
そ
ら
く
は
ハ
プ
テ
ン
作
用
、
あ

る
い
は
抗
原m

im
icking

作
用
）の

２
つ
の
機
序
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
遺
伝
性
素
因
、
個
体
の
年

齢
的
背
景
、
既
存
の
肺
疾
患
、
併
用

薬
剤
と
の
相
互
作
用
な
ど
の
多
様

な
宿
主
因
子
と
環
境
因
子
で
修
飾

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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臨
床
病
型
と
そ
の
考
え
方

　

薬
剤
性
肺
障
害
は
①
肺
胞
・
間
質
領

域
、
②
細
気
管
支
領
域
、
③
肺
血
管

領
域
、
④
胸
膜
領
域
の
臨
床
病
型
に
分

類
さ
れ
る
。
臨
床
病
型
は
臨
床
所
見
、

画
像
所
見
と
病
理
組
織
パ
タ
ー
ン
と

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
基
本
的
に

薬
剤
以
外
の
原
因
に
よ
る
呼
吸
器
疾

患
と
の
類
似
性
に
基
づ
い
て
分
類
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
主
な

臨
床
病
型
と
そ
れ
に
対
応
す
る
組
織

パ
タ
ー
ン
を
表
２
に
示
す
。
表
２
に
お

い
て
す
べ
て
の
薬
剤
性
肺
障
害
の
臨

床
病
型
が
組
織
パ
タ
ー
ン
と
１
対
１

の
対
応
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。　
　

　

臨
床
の
現
場
に
お
い
て
急
性
の
経

過
、
呼
吸
不
全
を
合
併
し
て
い
る
患
者

か
ら
組
織
診
断
の
た
め
に
生
検
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
形
態
的
な
疾

患
パ
タ
ー
ン
を
記
述
す
る
際
に
は
高

分
解
能
Ｃ
Ｔ（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）に
よ
る
画

像
パ
タ
ー
ン
分
類
が
な
さ
れ
る
。
画
像

パ
タ
ー
ン
に
は
①
慢
性
間
質
性
肺
炎
、

②
好
酸
球
性
肺
炎
、
③
器
質
化
肺
炎
、

④
び
ま
ん
性
肺
胞
障
害
、
⑤
過
敏
性
肺

炎
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る（
表
3
、

図
2
）。
こ
の
画
像
パ
タ
ー
ン
分
類
に

関
し
て
注
意
す
べ
き
点
は
実
際
の
病

理
組
織
像
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
、
再
現
性
は
決
し
て
高
い
も
の

で
は
な
い
こ
と
、
画
像
パ
タ
ー
ン
を
実

際
の
病
理
診
断
名
と
混
同
し
、
治
療
反

表２

症例1−1

表3

図3

表４

図2

図４

図５

症例1−2

す
り
ガ
ラ
ス
様
陰
影
に
牽
引
性
気
管

支
拡
張
な
ど
の
構
造
改
変
所
見
が
み

ら
れ
る
び
ま
ん
性
肺
胞
障
害
パ
タ
ー

ン
は
一
般
的
に
予
後
不
良
で
あ
る
。

診
断
の
手
順

　

薬
剤
性
肺
障
害
の
診
断
は
、
す
べ
て

の
薬
剤
は
肺
障
害
を
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
、
薬
剤
投
与
中
の
み
な
ら
ず

投
与
終
了
後
に
も
発
生
す
る
こ
と
を

常
に
念
頭
に
置
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

新
た
な
肺
病
変
の
出
現
に
際
し
て
薬

剤
性
肺
障
害
の
発
症
を
検
討
し
つ
つ
、

肺
・
胸
膜
病
変
を
基
礎
疾
患
に
伴
う
例

で
は
既
存
の
肺
・
胸
膜
病
変
の
悪
化
、

特
に
免
疫
能
や
感
染
防
御
能
が
低
下

し
た
症
例
で
は
日
和
見
感
染
症
と
鑑

別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
薬
剤

性
肺
障
害
の
発
症
を
疑
う
ポ
イ
ン
ト

を
図
3
に
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
図

４
に
示
す
。

　

薬
剤
リ
ン
パ
球
刺
激
試
験（
Ｄ
Ｌ
Ｓ

Ｔ
）も
診
断
の
一
助
と
し
て
用
い
ら
れ

る
が
偽
陰
性
、
偽
陽
性
の
問
題
、
薬

剤
濃
度
の
基
準
が
な
い
、
薬
剤
自
体

の
リ
ン
パ
球
へ
の
作
用
な
ど
の
問
題

が
あ
り
結
果
の
解
釈
に
は
十
分
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
気
管
支
肺
胞
洗

浄（
Ｂ
Ａ
Ｌ
）は
感
染
症
と
の
鑑
別
が

で
き
る
こ
と
、
リ
ン
パ
球
増
多
や
好

酸
球
増
多
を
把
握
す
る
こ
と
で
ス
テ

ロ
イ
ド
薬
に
対
す
る
治
療
効
果
を
予

測
す
る
に
は
有
用
で
あ
る
が
、
侵
襲

的
な
検
査
で
あ
る
た
め
呼
吸
器
専
門

医
へ
の
コ
ン
サ
ル
ト
が
望
ま
れ
る
。

治
　
療

　

被
疑
薬
を
中
止
す
る
こ
と
が
第
一

で
あ
る
。
肺
障
害
が
軽
症
の
場
合
は
中

止
の
み
で
軽
快
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

呼
吸
不
全
を
合
併
す
よ
う
な
中
等
症
、

重
症
例
に
お
い
て
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

が
用
い
ら
れ
る（
表
４
・
図
５
）。

症
例
提
示

　

当
院
で
経
験
し
た
薬
剤
性
肺
障
害

の
2
例
を
提
示
す
る
。

応
性
予
後
な
ど
を
病

理
診
断
名
に
基
づ
く

も
の
と
同
様
に
議
論

し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
厳
密
に
適
応

す
れ
ば
あ
る
程
度
予

後
を
反
映
し
う
る
。
特

に
広
範
な
浸
潤
影
や
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臓
器
に
対
す
る
副
作
用
と
対
策　

神

経
障
害
と
し
て
、

　
1
． 

薬
剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
二
ズ
ム

　
2
． 

薬
剤
性
末
梢
神
経
障
害

　
3
． 

薬
剤
性
横
紋
筋
融
解
症

　
4
． 

薬
物
乱
用
頭
痛

に
つ
き
概
説
し
た
。

臓
器
に
対
す
る
副
作
用
と
対
策
８　

～
神
経
障
害
～

神
経
内
科 

部
長
　
池
添 

浩
二

第９回
12月20日

症
例
１
は
Ｐ
Ｌ
顆
粒
Ⓡ
に
よ
る
薬
剤
性

肺
障
害
の
１
例
で
あ
る
。

　

喫
煙
歴
の
な
い
67
歳
の
女
性
。
２

週
間
前
に
Ｐ
Ｌ
顆
粒
Ⓡ
を
内
服
後
よ
り

発
熱
、
咳
を
認
め
、
近
医
受
診
し
た
。

胸
部
Ｃ
Ｔ
で
は
び
ま
ん
性
肺
胞
障
害

ま
た
は
器
質
化
肺
炎
パ
タ
ー
ン
を
疑

わ
せ
る
間
質
性
肺
炎
像
を
み
と
め
低

酸
素
血
症
を
合
併
し
て
い
た
こ
と
よ

り
当
科
へ
紹
介
受
診
し
た
。
経
気
管
支

肺
生
検
よ
り
器
質
化
肺
炎
像
を
認
め
、

気
管
支
肺
胞
洗
浄
液
か
ら
は
細
菌
培

養
は
陰
性
で
あ
っ
た
。
呼
吸
不
全
を

合
併
し
て
い
た
こ
と
よ
り
被
疑
薬
中

止
の
う
え
ス
テ
ロ
イ
ド
パ
ル
ス
療
法
、

ス
テ
ロ
イ
ド
維
持
療
法
を
開
始
し
軽

快
し
た
。
現
在
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
中
止

し
て
い
る
が
、
再
燃
は
見
ら
れ
て
い
な

い
。
Ｐ
Ｌ
顆
粒
Ⓡ
に
対
す
る
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｔ

は
Ｓ
．Ｉ
．４
６
６
％
と
陽
性
で
あ
っ
た
。

症例2−1症例2−2

　

症
例
２
は
ド
セ
タ
キ

セ
ル
に
よ
る
薬
剤
性
肺

障
害
の
１
例
で
あ
る
。

　

喫
煙
歴
の
な
い
67
歳
の

男
性
。
前
立
腺
が
ん
に
対

し
て
ド
セ
タ
キ
セ
ル
を
投

与
し
て
１
か
月
後
に
胸
部

異
常
陰
影
を
指
摘
さ
れ
、

当
科
へ
紹
介
受
診
し
た
。

画
像
上
は
び
ま
ん
性
肺

障
害
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ

た
。
経
気
管
支
肺
生
検
か

ら
は
胞
隔
の
肥
厚
を
伴

う
間
質
性
肺
炎
を
み
と

め
、
気
管
支
肺
胞
洗
浄

液
は
リ
ン
パ
球
優
位
で
、

培
養
検
査
で
は
陰
性
で

あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か

ら
ド
セ
タ
キ
セ
ル
に
よ

る
薬
剤
性
肺
障
害
と
診

断
し
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド
治

療
に
よ
り
軽
快
し
た
。

お
わ
り
に

　

薬
剤
性
肺
障
害
の
診

断
は
、
す
べ
て
の
薬
剤
は

肺
障
害
を
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
、
薬
剤
の
投
与

と
肺
の
異
常
陰
影
出
現

と
の
時
間
的
な
関
係
を

探
る
こ
と
で
始
ま
る
。
薬

剤
性
肺
障
害
を
疑
っ
た

際
は
、
呼
吸
器
専
門
医
へ

の
紹
介
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

12

34

6 57

9 8
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外 来 診 療 担 当 医 表 最新情報はホームページ上で随時更新しております。
http：//www.matsuyama.j rc.or . jp/ H25.4.１現在

お 知 ら せ
松山赤十字病院登録医制度について

平成25年3月１日現在、当院の登録施設は358、登録医は516名です。
今後も随時、受付けておりますので当院地域医療連携室までお問い合わせくだ
さい。
ＴＥＬ（089）926−9516

FAXによる受診予約について
　地域医療連携室では、従来より地域のかかりつけ医の先生方からFAXによる紹
介患者の受診予約を承っております。これによって紹介初診患者を、来院日には
待たせることなく、受診される診療科へご案内することが可能になり、好評で
す。
　是非、ＦＡＸによる受診予約をご利用頂きますようお願い申し上げます。
ＦＡＸ（089）926ー9547（24時間受付）
ＴＥＬ（089）926ー9527（平日8:30〜17:10）

※各診療日の担当医師につきましては、学会等により代診、休診とさせていただく場合がございますのでご了承ください。

診療の予約について
再診の場合：全科予約制となっております。
初診の場合：小児科・産婦人科のみ電話による予約制をとっております。
	 　※予約受付時間　午後２時〜４時（時間厳守願います。）
	 　　・小児科　　外来　TEL  ０８９−９２６−９８８４ （直通）
	 　　・産婦人科　外来　TEL  ０８９−９２６−９８８５ （直通）

〜「紹介状」をお持ちください〜
　当院では医療の役割分担（病院と診療所の連携）を進めるという国の医療制度
に則り、地域医療の充実に貢献する方針で地域の診療所と緊密に連携し、役割に
応じた質の高い安全な医療をご提供したいと考えております。
　この場合、診療所と当院を結ぶのが診療所の先生（かかりつけ医）がお書きく
ださる「紹介状」です。この紹介状によって患者に、よりスムーズに当院での検
査や入院治療を受けていただくことができます。
　お手数ですが「紹介状」をお持ちください。お持ちいただかない場合でも診療
を受けられますが、その場合は初診にかかる「保険外併用療養費」として診療料
金の他に、別途３,１５０円（消費税込）をお支払いいただくことになります。

診療科目 月 火 水 木 金

内 科

総合内科
午　前 上田陽子

馬越洋宜
宇都宮 藤　﨑 芝　真希

吉田健志
岡　田

柏戸祐介 坂　本 源本真由
午　後 宇都宮大輔 上　田

糖尿病
内分泌

終　日 岡田貴典
松下由美

近藤しおり
馬　越

近　藤
岡　田

近　藤
馬　越

芝
宇都宮

午　後 馬　越 源　本 源　本 芝
高 血 圧 福岡富和 福　岡 福岡(午前のみ) 福岡(午前のみ)

血 液
午　前 藤﨑智明

奥　誠道
藤　﨑
上　田

波呂　卓
池田祐一

藤　﨑
奥

上　田
波　呂

午　後 坂本愛子 池　田
糖 尿 病 教 室 毎週水曜日  10：00〜12：00（糖尿病チーム）

肝 胆 膵
センター

午 前
佐々木由子
武智俊治
上甲康二
山上隆司

横田智行
上　甲

川村智恵

三宅康之
武　智

田中孝明

矢野　誠
横　田

忽那　茂

横　田
上　甲
山　上

午 後
佐々木
武　智 上　甲

川　村

（予約・緊急のみ）

田　中

（予約・緊急のみ）

忽　那

横　田
上　甲
山　上

胃 腸
センター
（消化器内科）

外
来
部
門

午
　
前

新 患 藏原晃一 川崎啓祐 藏　原 藏　原 藏　原
予 約 長末智寛 藏　原 森下寿文 川　崎 八板弘樹
炎症性腸疾患 河内修司 河　内 河　内

午
後

新患兼予約 阿部洋文 森　下 長　末 澤野美由紀 八　板
炎症性腸疾患 河　内 森　下 河　内 河　内

検
査
部
門

午　前 上部消化管内視鏡および造影検査

午　後 小腸大腸内視鏡検査および内視鏡治療

循 環 器
センター

循
環
器
内
科

新 患 小河清寛 久保俊彦 松坂英徳 堀　本 芦　原
予
約

午 前 堀本拡伸 芦原俊昭 芦　原 小　河 久　保
午 後 鎌田和宏 水城　隆 久　保 松　坂

心
外 午  前 梅末正芳 梅　末

呼 吸 器
センター

呼
吸
器
内
科

兼松貴則
梶原浩太郎

濱口直彦
仙波真由子

兼　松
濱　口

梶　原 兼　松

午前中のみ 濱　口

呼 吸 器 外 科 伊藤謙作 横山秀樹
三浦奈央子

横　山

検 査 ・ 手 術 手　術 気管支ファイバー 手　術 気管支ファイバー
※ 呼吸器内科：紹介状をお持ちの患者さんのみ診察いたします。

腎センター 原田篤実
上村太朗

原　田 原　田 上　村 岡　英明

脳卒中・
脳 神 経
センター

神 経 内 科 池添浩二
志田憲彦

池　添
志　田

池　添
志　田

池　添
志　田

池　添
志　田

脳 神 経 外 科 梶原佳則
瀬山　剛

武智昭彦
渡邊陽祐

梶　原
瀬　山

手　術 武　智
渡　邊

※ 木曜日は手術日につき担当医での診察になります。

小 児 科
午 前

小谷信行
片岡京子

近藤陽一
髙岩正典
米澤早知子

小　谷
片岡優子
西㟢眞理
山本浩継

片岡(京)
吉川知伸
米　澤

近　藤
髙　岩

神 経 眞庭　聡 眞　庭 中野広輔 眞　庭 中　野
循 環 器 堀川定儀 堀　川

午 後 血　液 乳児健診 アレルギー 内分泌 未熟児
発達外来

産婦人科
午 前

竹内正久
南　千尋
妹尾大作

河本裕子
瓦林靖広
本田直利

河　本
南

妹　尾

赤澤宗俊
竹　内

横山幹文

横　山
濵﨑洋一郎

本　田

午 後 妹　尾

本　田
瓦　林
妹　尾

手　術 手　術 手　術 手　術

外 科
午 前

藤中良彦
中西良太

白石　猛
丸山晴司
間野洋平

高橋郁雄
西田康二郎
越智友洋

西㟢　隆
黒田陽介
白　石

高　橋
西　田

午 後 ストーマ外来 外来手術
緩和ケア 白　石

※緩和ケア外来は、毎週水曜日14:00～17:00(完全予約制：原則として1日最大3名まで)

乳腺外科 午 前 川口英俊
（再診） 川　口 川　口 川　口

血管外科 午 前

山岡輝年
（再診） 山岡（新患）

大峰高広
（新患） 大峰（再診）

岩佐憲臣 岩　佐

診療科目 月 火 水 木 金

小児外科 午 後 野口伸一              野　口 野　口

整形外科
中城二郎
梶原了治
土川雄司

山本　進（手）
野田慎之（脊）
大田　亮

山　本
小林孝明

大前博路（肩）

中城（股）
小林（膝）
金光宗一

野　田
梶原（手）
大　前

※（手）：手の外科、（脊）：脊椎外科、（膝）：膝関節外科、（肩）：肩関節外科、（股）：股関節外科

リハビリテーション科 田口浩之 田　口 田　口

リウマチ
膠 原 病
センター

リ ウ マ チ 科 水木伸一 水　木
鎌田一億 手　術 水　木

鎌　田
鎌　田

内 科 押領司健介 横田英介 押領司 押領司 横　田

泌尿器科
午 前 藤井元廣 田丁貴俊

矢野　明
藤　井 田　丁

矢　野
田　丁

午 後 予約検査 予約検査 第1・3
ストーマ外来

※月・水・金曜日は手術日につき、上記の診療担当医が変更することがあります。

耳鼻咽喉科
午 前

有友　宏
高木大樹
小川日出夫

篠森裕介
高　木
小　川

担当医 篠　森
小　川
有　友

担当医

手　術 手　術 手　術
午 後 検査（透視） 手　術 検査（透視） 手　術
※水・金曜日は、新患のみ診察いたします。

眼 科
午 前

児玉俊夫 山本康明 山西茂喜 児　玉 山　西
堀内良紀 堀　内 山　本
鳥山浩二 飯森宏仁 依光明生 鳥　山

午 後
児　玉 山　西 山　西
堀　内 手　術 堀　内 手　術 山　本
鳥　山 飯　森 鳥　山

皮 膚 科 南　満芳 南 緋田哲也 南 南

形成外科 庄野佳孝 庄　野 手　術 庄　野 庄　野
※水曜日は手術日につき外来診療はありません。

麻 酔 科 安部俊吾 三世敏彦 安　部
西原紘子

心療内科
・精神科 ※当面の間、外来診療については休診いたします。

放射線科
新 患 村田繁利 村　田 村　田 村　田 村　田
予 約 吉岡真二 吉　岡 吉　岡 吉　岡 吉　岡
放 射 線 治 療 浦島雄介 浦　島 浦　島 浦　島 浦　島

歯 科
口腔外科

口 腔 外 科 寺門永顕 寺　門 寺　門 寺　門 寺　門

歯 科 中川雅博
兵頭正秀

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

中　川
兵　頭

※ 歯科口腔外科：紹介状をお持ちの患者さんのみ診察いたします。

　当院では、患者のご紹介をＦＡＸで頂いた際、診療科によって確認方法が異なっており
ます。その中で一部の診療科（消化器内科・循環器内科・呼吸器内科・外科等）について
は、スムーズな診察に繋げるため、頂いた診療情報提供書を担当の医師や看護師が必ず目
を通し内容を確認をするため、お返事までに時間を要することがございます。上記の診療
科に限らず、お返事に時間を要することが明らかな場合には、一度その旨をご連絡させて
いただきます。

地域医療連携室からのお知らせ ～紹介患者予約受付について～

紹介状のある患者にかかる診療受付時間 （土曜･日曜･祝祭日・創立記念日（５月１日）を除く）

午後₃時まで受付可能な診療科（毎日）
内 科
肝 胆 膵 セ ン タ ー
消 化 器 内 科

小 児 科
放 射 線 科
腎 臓 内 科

循 環 器 内 科
歯 科 口 腔 外 科
外 科

午後₃時まで受付可能な診療科（曜日限定）
血 管 外 科
整 形 外 科
耳 鼻 咽 喉 科
眼 科
皮 膚 科
脳 神 経 外 科

月 木 泌 尿 器 科
リ ウ マ チ 科
呼 吸 器 外 科
小 児 外 科
心 臓 血 管 外 科

火 木
火 木 火 木

月 火 木 火 木 金
月 水 金 月 水 金
月 火 木 金 月 水
月 火 水 金

注：いずれの診療科も緊急を要し地域医療連携室を通した患者に限ります。
　　緊急を要しない患者の受付は従来通り午前 11時までです。
午前11時までの診療科
乳 腺 外 科（ 火・水・金 ） 形成外科（月・火・木・金） 神 経 内 科
麻 酔 科（ 月・水・金 ） 呼　 吸　 器　 内　 科 産 婦 人 科

注）いずれの診療科も緊急を要し地域医療連携室を通した患者さんに限ります。

　当院ではさらなる医療連携の強化・充実のため、当院ＨＰにおきまして、掲載の承諾を
頂いた登録医様の医療機関情報を掲載することとなりましたので、お知らせ致します。

登録医医療機関情報HP掲載のお知らせ


